
国
産
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
は
ど
う
し
た
？ 

 

清
水 

勝 

 

よ
う
や
く
高
齢
者
へ
の
外
国
製
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
。 

日
本
は
世
界
有
数
の
科
学
技
術
国
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
素
早
く
ワ
ク
チ

ン
が
製
造
で
き
ず
、
輸
入
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
国
や
国
内
メ
ー
カ
ー
は

何
を
し
て
い
る
の
か
、
頼
り
な
さ
よ
り
も
怒
り
す
ら
覚
え
る
。 

 

調
べ
て
み
る
と
そ
れ
な
り
の
背
景
と
理
由
が
あ
る
。 

① 

日
本
は
ワ
ク
チ
ン
開
発
国
で
あ
っ
た
も
の
の
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
種
痘
ワ
ク

チ
ン
を
は
じ
め
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
重
篤
な
副
反
応
が
あ
り
、
裁
判
に
よ
り
国
側
の

敗
訴
と
な
っ
た
。
そ
の
影
響
で
国
、
国
民
、
メ
デ
ィ
ア
、
メ
ー
カ
ー
等
が
予
防
接
種

に
消
極
的
に
な
り
、
国
内
の
研
究
・
開
発
・
製
造
力
が
弱
ま
っ
た
。 

な
お
、
一
九
九
四
年
に
は
予
防
接
種
法
の
改
定
が
あ
り
、
接
種
要
件
が
「
義
務
」

か
ら
「
勧
奨
」
に
緩
和
さ
れ
た
。 

 確
か
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
重
篤
な
副
反
応
が
発
生
す
る
確
率
は
、
非
常
に
低
い

も
の
の
ゼ
ロ
で
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
か
っ
た
た

め
に
、
感
染
が
拡
大
さ
れ
、
命
が
失
わ
れ
た
り
重
症
化
や
後
遺
症
が
生
じ
た
り
す
る
の

も
ま
た
事
実
で
あ
る
。 

ワ
ク
チ
ン
の
効
用
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
に
は 

明
確
な
基
準
を
公
開
し
、
速
や
か
な
無
過
失
補
償
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

 ② 

国
内
に
感
染
症
の
大
流
行
と
い
う
経
験
が
な
い
た
め
、
新
型
感
染
症
問
題
が 

「
国
の
危
機
管
理
の
問
題
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
は
国
と
国
民
を
守
る
た
め
の
国
防
の

一
つ
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
が
欠
如
し
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
通
常
の
対
応
で
済
ま
せ 

ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
欧
米
や
中
露
で
は
「
今
や
戦
時
だ
と
捉
え
て
、
や

る
べ
き
こ
と
は
全
て
や
ろ
う
」
と
の
意
識
が
形
成
さ
れ
た
。 

 

現
在
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
べ
く
国
産
ワ
ク
チ
ン
製
造
は
、
①
ア
ン
ジ
ェ
ス
・
グ
ル

ー
プ
が
年
内
に
最
終
段
階
の
治
験
を
行
う
予
定
。
②
塩
野
義
製
薬
Ｇ
。
③
第
一
三
共
Ｇ
。

④
Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ク
ス
Ｇ
。
②
③
④
は
第
一
段
階
か
ら
第
二
段
階
の
治
験
を
行
っ
て

い
る
。（
注
） 

な
お
、
政
府
は
二
〇
二
〇
年
度
の
第
二
次
補
正
予
算
に
、
生
産
設
備
等
の
費
用
を
補

助
す
る
「
ワ
ク
チ
ン
生
産
体
制
緊
急
整
備
基
金
」
を
一
三
七
七
億
円
計
上
し
て
い
る
。 

 

注
：
各
グ
ル
ー
プ
の
構
成 

① 

ア
ン
ジ
ェ
ス
・
大
阪
大
・
タ
カ
ラ
バ
イ
オ 

② 
塩
野
義
製
薬
・
国
立
感
染
症
研
究
所
・
Ｕ
Ｍ
Ｎ
フ
ァ
ー
マ 

③ 

第
一
三
共
・
東
京
大 

④ 

Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ク
ス
・
東
京
大
・
国
立
感
染
症
研
究
所
・
医
療
基
盤
研
究
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


